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　伊佐家は江戸時代、現上津屋浜垣内の庄屋を務めた家
柄で、家格に相応しい広大な敷地が往時の面影をよく留
めています。普請文書が数多く残るため、主屋の改築、
付属建物の建築年代まで屋敷地形成の過程が分かる歴史
的価値も有します。今回の修理では、耐用年数を迎えた
主屋の茅・桟瓦葺屋根の葺替を中心に、破損した木部の
補修も行います。

⑦  伊
い さ け じ ゅ う た く

佐家住宅　主
しゅおく

屋
　　八幡市　　　　　　　〈屋根葺替・部分修理〉　
　　享保 19 年（1734）

重文

　壬生寺は正
しょうりゃく

暦２年（991）開創され、鎌倉前期に現
在地へ移転されました。大念仏堂は、当時に古くから伝
わる壬生狂言を演じる建物です。幾度かの焼失後現在の
位置に移り、安

あんせい
政 3 年（1856）に再建されました。脇

門は、演者が狂言堂に出入りするための、狂言堂西側の
土塀に囲まれた一郭に建つ簡素な腕木門です。今回の修
理では、不同沈下が著しい基礎部分を本来の高さに復旧
する工事を行います。

⑧  壬
み ぶ で ら だ い ね ん ぶ つ ど う

生寺大念仏堂（狂
きょうげんぶたい

言舞台）　 附
つけたりわきもん

脇 門
　　京都市中京区　　　　〈屋根葺替・部分修理〉
　　安政 3 年（1856）

壬生寺大念仏堂附脇門　修理前　外観壬生寺大念仏堂附脇門　修理前　外観

伊佐家住宅主屋　修理前　外観伊佐家住宅主屋　修理前　外観

瀧澤家住宅　修理前　外観瀧澤家住宅　修理前　外観

　京都市北部、鞍馬の街道沿いに所在し、かつては炭問
屋を営んだと伝える町家です。通り土間を設けた「京都
の町家」の一遺例で、祈祷札により建立年代が明らかな
ことに加え、屋根両妻に「うだつ」が上がる姿をとどめ
ているのは貴重です。今回の修理では、冬期の積雪の影
響で破損が進行していた屋根の部分葺替と木部補修など
を行います。

⑤  瀧
た き ざ わ け じ ゅ う た く

澤家住宅
　　京都市左京区　　　　〈部分修理〉
　　宝暦 10 年（1760）

重文

　平安神宮の建築は、明治 28 年（1895）、平安遷都
千百年紀念祭並びに第４回内国勧業博覧会が開催される
にあたり、会場施設として平安宮大極殿院を模して計画
されました。前回の塗装修理から30年以上経過し、褪色・
剥落が進行してきたことから、保存修理工事に着手しま
した。今回の修理では、塗装や漆喰壁の塗替、耐震補強
工事などを行います。

⑥  平
へいあんじんぐう

安神宮　大
だいごくでん

極殿ほか５棟
　　京都市左京区　　　　〈塗装修理・部分修理〉　
　　明治 28 年 (1895)

平安神宮大極殿　修理前　外観平安神宮大極殿　修理前　外観

重文

重文

2424


